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10月２９日(土)に真校祭が行われました。3年ぶりに一般公開を行い、これまでを超える多くの保護者・
卒業生・地域の皆様からご来校いただき、学校祭を盛り上げていただきました。コロナ禍で様々な制約もあ
る中ではありましたが、真室川校の伝統を守りながらも新たな“真時代”を築いていこうという意気込みで、
それぞれのクラスや縦割り班が工夫を凝らした企画を考えました。準備には大変な労力と時間がかかりまし
たが、生徒たちは皆充実した時間を過ごすことができました。参加された皆様からも、「生徒たちが生き生き
と活躍する姿に、元気を分けていただいた。大変楽しかった」等の感想をいただき、真室川校の魅力を感じ取っ
ていただくことができ大変嬉しく思いました。

【回覧】



１１月9日（水）に１･２年生が地元企業魅力体験ツ
アーに参加しました。これは地元企業の見学を通し地域
産業について理解を含めるとともに、自らの進路につい
て深く考える機会とするために、新庄商工会議所で企画
していただいた体験ツアーです。当日は、３社（協和木
材株式会社・株式会社山形メタル・山形航空電子株式会
社）を見学させていただき、皆メモを取ったり、会社の
方に質問したりしながら真剣に参加し、社会で働くこと
や地域の産業について理解を深めることができました。
御協力いただきました皆様ありがとうございました。

１１月１８日（金）に思春期保健相談士の髙山氏より、
デートDVについての講話をいただきました。デートDV
（恋人間で起こるDV）について、事情や正しい知識を学び、
理解を深めるとともに自他を大切にする気持ちを育成する
ことを目的とし２年生９名が拝聴しました。DV（暴力）に
は身体的なものだけでなく、精神的・性・デジタル・経済
的なもの等があることを学び、DVを防ぎ、自分自身と大切
な人を守ることについて考える時間となりました。

11月1５日(火)真室川あさひ小の5年生との合同調理学習会を開催しました。この学習会は昨年度
より、伝承野菜学習に取り組む両校が地域交流活動の一環として行っているものです。今年度は真
室川校の学習活動の中で栽培した、勘次郎胡瓜、甚五右衛門芋、弥四郎ささぎ、黒子葉を使って、
生徒たちが考案したレシピにより調理を行いました。献立は、「マツタケ風豆ごはん」「甚五右衛
門芋のいも煮」「ニジマスの豆腐ハンバーグ」「みつ豆（ささぎあん入り）」です。どれも伝承野
菜の素材を生かした素晴らしいできばえで、小学生も高校生もお代わりをしながら美味しくいただ
きました。調理中の小学生と高校生の連携プレーも素晴らしく、お互いに楽しい時間を過ごすこと
ができました。実習には、NHK・山形新聞から取材をしていただき、楽しく学ぶ様子を紹介してい
ただきました。今後は、今年度行った活動（栽培、収穫）を振り返りながら、伝承野菜を使ったレ
シピ集として冊子にまとめる予定です。ご期待ください！

いただきまーす！


